
香港投資会社のUP CAPITAL ASSET
MANAGEMENT、証券業のリーディング証券をTOBで子会社化

香港の機関投資家の匯升資産管理有限公司（UP CAPITAL ASSET MANAGEMENT
LIMITED）は、証券業のリーディング証券（東京都中央区。営業収益13億2000万円、純資産８億8600
万円）をTOB（株式公開買い付け）により子会社化すると発表した。株式の３分の２以上の取得を目指
す。リーディング証券はTOBに賛同を表明している。

現在リーディング証券の株式81.66％を所有する中国系投資会社のランキャピタルマネジメント（東京
都中央区）はTOBに応募する意向を示している。TOBを実施するのは、UP CAPITAL ASSET
MANAGEMENTが今回の買収を目的に設立したMAJOR TREASURE HOLDINGS
LIMITED（英領バージン諸島）。

UP CAPITAL ASSET
MANAGEMENTは日本をアジア市場戦略の重要拠点と位置づけており、今後は香港の証券子会社のCRI
C証券とリーディング証券の連携により、独自性のある金融商品の開発・提供を図る。また、プライベ
ートバンキング部門を強化し、富裕層の顧客獲得を目指す。

TOBの買付価格は１株あたり40円。買付予定数は599万7547株で、買付予定額は２億4640万円。買付
期間は2020年４月22日から５月25日。公開買い付け代理人は日本クラウド証券。決済開始日は５月2
8日。


